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（前年同期比）

 売上高は、前年同期と比べて減収

 各利益は、土木事業及び建築事業の利益率の低下等により減益

（業績予想比）

 土木・建築事業共に売上高は想定を下回ったものの、売上総利益率が改善し
たこと等により、各利益とも業績予想を上回る

 売上高：8,456百万円(7.1％)減少

 売上総利益：895百万円(7.4％)増加

 営業利益：1,581百万円(75.3％)増加

 経常利益：1,906百万円(73.3％)増加

 親会社株主に帰属する四半期純利益：1,221百万円(45.3％)増加
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（前期末比）

• 資産の部

 「現金預金」、「受取手形・完成工事未収入金等」の減少、「有価証券」の
増加

 「有形固定資産」の増加

連結子会社である石狩バイオエナジー及び平田バイオエナジーの建設仮勘定
の増加等により増加

 「投資有価証券」の増加

上場株式6銘柄を売却したものの含み益が増加

• 負債の部

 「支払手形・工事未払金等」の減少

 「ノンリコース借入金」の増加

石狩バイオエナジー等の発電施設建設の進捗に伴うプロジェクトファイナン
ス等の増加

• 純資産の部

 自己株式の消却(100万株)による「自己株式」の減少(消却に伴い「資本剰余
金」及び「利益剰余金」も減少)

 投資有価証券の含み益増加による「その他有価証券評価差額金」の増加

 自己資本比率は、0.3ポイントアップの50.5％
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 近年は繰越工事残高が高水準に推移しており、土木・建築合計で1,000億円程
度の売上高を計上

（前年同期比）

 売上高合計：1,167百万円(1.0％)減少

 土木・建築合計：878百万円(0.8％)増加

 土木：705百万円(1.6％)減少

 建築：1,584百万円(2.6％)増加
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（前年同期比）

 売上総利益合計：2,792百万円減少(14.1％→11.7％、2.4ポイントダウン)

 土木・建築合計：2,442百万円減少(2.4ポイントダウン)

 土木：582百万円減少(1.1ポイントダウン)

減収となったことに加え、前年同期に大幅に損益が改善した工事が複数あっ
た反動等により減益

 建築：1,859百万円減少(3.2ポイントダウン)

前年同期に高採算の大型工事の売上計上があった反動に加え、資機材価格の
高騰による不採算工事の発生等により減益

（前期比）

 工事損失引当金

土木 ⇒  20百万円減少(636百万円 ⇒  615百万円)

工事完成によるもの ▲178百万円

引当不足によるもの ＋158百万円

建築 ⇒ 673百万円増加(337百万円 ⇒1,010百万円)

工事完成によるもの ▲192百万円

引当不足によるもの ＋866百万円
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（前年同期比）

 売上高は2,046百万円の減収

 売上総利益は350百万円の減益

 新事業は、奥村組のPFI事業のマネジメント業務等と連結子会社である石狩バ
イオエナジー及び平田バイオエナジーのバイオマス発電事業

 その他は、奥村組の設計業務等と連結子会社である奥村機械製作の建設資機材
等の製造及び販売事業

※兼業事業の名称変更に伴い、従来「その他」としていた事業区分を「新事業」

及び「その他」に区分しています。
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（前年同期比）

 一般管理費の総額は、240百万円増加

 人件費は、社内教育の充実化(社員研修等)に伴い130百万円増加

 その他は、社員研修等に係る宿泊費及びコロナ禍の反動による出張旅費の増
加により、通信交通費が増加したこと等に伴い110百万円増加

7



（前年同期比）

 営業外収益は、円安の影響による為替差益の増加等により増加

 営業外費用は、連結子会社である石狩バイオエナジーのプロジェクトファイ
ナンスに係る支払利息の増加等により増加

8



（前年同期比）

 特別利益は、上場株式6銘柄の売却により増加

 特別損失は、非上場株式に係る評価損の増加等により増加
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（前年同期比）

 営業利益：3,033百万円(45.2％)減少

 経常利益：2,942百万円(39.5％)減少

 親会社株主に帰属する四半期純利益：1,691百万円(30.1％)減少
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 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益の計上及び
売上債権の減少等により、3,465百万円の増加

 投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の売却により増加したも
のの、石狩バイオエナジー等の発電施設建設の進捗に伴う有形固定資産の取得
等により、4,083百万円の減少

 財務活動によるキャッシュ・フローは、ノンリコース借入金の増加等により、
1,741百万円の増加
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 2023/3期の業績予想については、第2四半期までの状況を踏まえて修正

（前回予想比）

 売上高：1,000百万円(0.4％)増加

 売上総利益：800百万円(2.8％)増加

 営業利益：800百万円(9.5％)増加

 建築：売上高は、7,000百万円(5.5％)増加

売上総利益は、800百万円増加(0.2ポイントアップ)

売上高は、当期受注工事の売上計上等により増収となる見込み

売上総利益は、売上高の増加と手持工事の改善により増益となる見込み

 投資開発事業等：売上高は、3,000百万円(17.6%)減少

売上総利益は、据え置き

売上高は、連結子会社である石狩バイオエナジーにおいて、発電施設の引き
渡しが遅れたこと等により減収となる見込み(損益面では大きな影響はない見
込み)
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（前回予想比）

 経常利益：800百万円(8.6％)増加

 親会社株主に帰属する当期純利益：600百万円(7.0％)増加

 第2四半期決算で計上した為替差益は見込んでいない
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 中間配当は前回予想と同額の66円

 年間配当予想額は、前回予想175円から11円増配となる186円を予定

 年間配当予想額は、資金需要等を勘案し、個別配当性向70％相当額としてお
り、通期業績予想における連結配当性向は74.4％
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（前年同期比）

 建築事業の受注高は、前期末に内定していた大型工事を契約したこと等によ
り大幅に増加

 土木：5,631百万円減少

 建築：27,356百万円増加

 合計：21,724百万円増加
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（前回予想比）

 前回予想を据え置き

（通期の受注高予想に対する第2四半期までの進捗率）

 土木：41.5％

 建築：54.8％

 合計：50.0％
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 政策保有株式について縮減を進めた結果、上場銘柄は2019/3期の68銘柄から
2022/9期には42銘柄まで減少、政策保有株式の連結純資産に占める割合は
43.2％から27.4％まで低下
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